
書

評

肖
江
楽
著

『『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
研
究
』

常

盤

智

子

一

本
書
は
幕
末
期
に
幕
府
の
研
究
機
関
で
あ
る
洋

書
調
所
か
ら
刊
行
さ
れ
、
本
格
的
な
英
和
辞
書
の

嚆
矢
と
い
わ
れ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（A

PocketDictionaryoftheEnglishandJapanese
Language.

以
下
同
系
統
の
も
の
を
含
め
て
『
袖

珍
』
と
略
す
る
場
合
が
あ
る
）
に
つ
い
て
の
研
究

書
で
あ
る
。
著
者
が
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
立
教

大
学
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
『
英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
の
研
究
』
に
「
大
幅
に
加
筆
修
正

を
行
い
、
新
た
な
論
文
を
付
け
加
え
た
（
二
七
一

頁
）」
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
袖
珍
』
は
一
八
六
二
年
に
初
版
刊
行
後
、
一

八
六
六
、
一
八
六
七
年
に
改
訂
増
補
さ
れ
、
一
八

六
九
年
に
第
三
版
相
当
の
『
改
正
増
補
和
訳
英
辞

書
』（『
薩
摩
辞
書
』
と
も
い
わ
れ
る
）、
一
八
七

二
年
第
四
版
相
当
の
『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』

と
同
系
統
の
複
数
の
辞
書
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お

り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
重
要
資
料
の
一

つ
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
初
版
と
再
版
の
原
稿

の
一
部
が
発
見
さ
れ
、
再
注
目
さ
れ
て
い
る
資
料

で
も
あ
る
。

二

ま
ず
、
本
書
の
内
容
・
構
成
を
示
す
た
め
に
、

目
次
の
章
部
分
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

序
章

近
代
日
本
初
の
本
格
的
な
英
和
辞
書

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』

第
１
章

原
稿
か
ら
刊
行
へ

第
２
章

初
版
の
刊
行

第
３
章

再
版
原
稿
か
ら
刊
行
へ

第
４
章

初
版
と
再
版
と
の
比
較

第
５
章

第
３
版
―
『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』

第
６
章

第
４
版
―
『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』

第
７
章
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
周
辺
資
料

第
８
章

研
究
回
顧
と
課
題

第
１
章
か
ら
第
７
章
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
既

発
表
の
論
文
や
学
会
発
表
の
レ
ジ
ュ
メ
を
再
構
成

し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
、『
袖

珍
』
各
版
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
第
１
章
か
ら

第
６
章
ま
で
が
配
さ
れ
、
第
７
章
お
よ
び
、
各
章

で
、
関
連
す
る
周
辺
資
料
か
ら
の
影
響
を
編
み
込

み
な
が
ら
論
述
す
る
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い

る
。著

者
は
、
序
章
で
「
第
３
節

研
究
目
的
と
構

成
」
と
「
第
４
節

研
究
方
法
及
び
意
義
」
を
設

け
、
そ
こ
に
下
位
項
目
を
記
し
て
こ
の
点
を
整
理

し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
構
成
や
方
法
論
を
自
覚
的

に
位
置
づ
け
る
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

第
８
章
の
最
後
に
は
本
書
で
述
べ
た
各
資
料
の

影
響
関
係
を
図
（
二
六
四
頁
）
に
ま
と
め
て
お

り
、
著
者
の
辞
書
研
究
へ
の
目
配
り
や
関
係
性
を

知
る
上
で
、
大
変
興
味
深
い
図
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
序
章
で
「
研
究
方
法
」（
一
三
〜
一
五

頁
）
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

「
研
究
の
構
成
」
の
内
容
に
近
く
、「
研
究
目
的
」

（
一
一
〜
一
三
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
「
研

究
意
義
」（
一
五
頁
）
と
の
違
い
が
見
出
し
に
く

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
序
章
と
第
８
章
と

の
対
応
関
係
が
明
確
に
示
さ
れ
る
と
、
本
書
が
よ

り
活
用
さ
れ
易
く
な
る
と
感
じ
た
。

三

以
下
、
本
題
と
な
る
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
こ

う
。各

章
ご
と
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
著
者
自
身
に
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よ
る
ま
と
め
が
、
本
書
一
三
〜
一
五
頁
に
付
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
著
者
が
「
重
点
を
置

い
て
分
析
と
考
察
を
進
め
る
（
一
一
頁
）」
と
す

る
五
つ
の
項
目
（
以
下
の
①
か
ら
⑤
の
項
目
は
本

書
か
ら
の
引
用
）
を
利
用
し
、
本
書
を
紹
介
し
つ

つ
評
者
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
と
す

る
。

①
辞
書
の
成
立
（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
と
メ

ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』）

一
つ
目
は
、
副
題
に
も
あ
る
と
お
り
、『
袖
珍
』

の
初
版
と
再
版
の
成
立
に
際
し
て
の
、
メ
ド
ハ
ー

ス
ト
『
英
華
字
典
』
と
の
関
与
に
つ
い
て
の
分
析

と
考
察
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
１
章
、
第
３
章
を
中

心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
袖
珍
』
の
成
立
は
、
初
版
、
再
版
の
原
稿
の

発
見
以
後
、
三
好
彰
氏
や
櫻
井
豪
人
氏
ら
に
よ
っ

て
、
詳
細
な
再
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
が
、
先

行
研
究
で
は
、
蘭
学
関
係
の
資
料
の
検
討
が
中
心

で
あ
り
、
英
語
関
連
の
資
料
に
つ
い
て
は
詳
細
な

検
討
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

著
者
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト

（
ロ
プ
シ
ャ
イ
ド
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。以
下
、

著
者
に
従
う
）
か
ら
堀
達
之
助
（
初
版
の
主
任
編

者
）
へ
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
辞
書
類
の
寄
贈
が
あ
っ

た
と
い
う
先
行
研
究
を
押
さ
え
た
上
で
、
原
稿
の

一
部
と
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
と
の
比
較

を
詳
細
に
行
い
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』

と
の
関
連
や
、
改
訂
作
業
の
中
心
人
物
と
な
っ
た

堀
達
之
助
の
編
集
方
針
を
実
証
し
た
。
単
に
見
出

し
語
か
ら
訳
語
を
抜
き
出
す
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
類
義
語
の
訳
語
な
ど
も
検
討
し
た
上
で
利
用

し
て
い
る
と
い
う
手
法
に
も
注
目
し
、『
袖
珍
』

研
究
に
お
け
る
新
し
い
成
果
を
得
た
と
い
え
よ

う
。ま

た
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
当
該
期

の
辞
書
の
訳
語
の
在
り
方
「
句
か
ら
語
へ
の
変

化
」（
評
者
注
…
見
出
し
語
の
訳
語
が
「
〇
〇
す

る
こ
と
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
で
は
な
く
、
一
つ

の
「
語
」
と
し
て
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
見
え

る
こ
と
）
へ
の
関
与
も
示
唆
し
て
い
る
。
発
見
さ

れ
た
原
稿
は
全
体
の
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、
訳

語
の
作
成
に
際
し
て
「
語
」
と
し
て
メ
ド
ハ
ー
ス

ト
の
『
英
華
字
典
』
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
そ
れ
は
単
な
る
引
き
写
し
と
解
釈
す

べ
き
か
、
英
語
の
理
解
や
漢
語
の
定
着
が
あ
っ
た

と
み
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
割
合
や
程
度

は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
な
ど
今
後
の
研
究
の

進
展
が
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
訳
語
の
改
良
（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版

と
再
版
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
）

二
つ
目
は
、
こ
ち
ら
も
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、

初
版
と
再
版
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

本
書
の
中
で
は
、
第
３
章
、
第
４
章
で
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

各
版
の
継
承
関
係
と
い
う
意
味
か
ら
は
次
項
③

と
連
続
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、
項
目
に
「
訳

語
の
改
良
」
と
掲
げ
て
い
る
の
は
、『
袖
珍
』
の

改
版
実
態
と
し
て
、
初
版
と
再
版
の
間
に
は
見
出

し
語
数
の
変
化
は
な
い
が
訳
語
の
校
正
箇
所
が
約

八
〇
〇
〇
箇
所
あ
る
と
い
う
点
で
、
次
項
③
と
区

別
し
て
項
目
を
立
て
た
も
の
と
解
釈
し
た
。

「
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
、
筆
写
独
自
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

デ
ー
タ
（
初
版
と
異
な
る
語
彙
リ
ス
ト
）
は
本
書

に
お
い
て
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
（
十
二
頁
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
著
者
も
力
を
入
れ
て
分
析
・
考

察
を
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

具
体
的
な
訳
語
を
同
時
期
の
辞
書
類
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、参
照
さ
れ
る
も
の
の
軸
足
が
、

蘭
英
辞
書
か
ら
英
英
辞
書
（
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
）
へ

と
移
る
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
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③
新
た
な
見
出
し
の
増
加
と
削
除
（
第
３
版
・
第

４
版
（
即
ち
「
薩
摩
辞
書
」））

三
つ
目
は
、
第
三
版
、
と
第
四
版
に
相
当
す
る

資
料
（『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』『
和
訳
英
辞

林
』、
両
者
と
も
に
『
薩
摩
辞
書
』
の
別
名
あ
り
）

の
見
出
し
語
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

本
書
の
中
で
は
、
第
５
章
、
第
６
章
に
相
当
す

る
部
分
と
思
わ
れ
る
。

著
者
は
前
項
②
に
引
き
続
き
、
第
三
版
か
ら
第

四
版
ま
で
の
各
版
の
状
況
を
デ
ー
タ
に
し
て
論
じ

て
い
る
（
九
八
頁
注
（
２
）、
一
〇
八
頁
な
ど
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
旨
の
言
及

が
あ
る
）。
各
版
の
継
承
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
基
礎
研
究
と
し
て
の
異
同
デ
ー
タ
の
体
系

的
調
査
は
貴
重
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
一
三
一
頁
の
〔
表
１
〕
は
、
全

体
の
流
れ
を
つ
か
む
上
で
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
先
に
少
し
触
れ
た
が
、
初
版
を
承
け
て
、

項
目
数
に
は
変
化
は
な
い
が
校
正
箇
所
が
非
常
に

多
い
再
版
に
加
え
、
比
較
的
校
正
箇
所
の
少
な
い

第
三
版
、
さ
ら
な
る
増
訂
を
し
た
第
四
版
の
位
置

づ
け
な
ど
、
客
観
的
な
数
値
の
語
る
こ
と
が
ら
は

小
さ
く
な
い
。

ま
た
、
単
に
数
値
を
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
第

三
版
に
追
加
さ
れ
た
全
例
の
掲
載
（
一
〇
八
〜
一

一
九
頁
）
と
第
四
版
の
増
補
さ
れ
た
見
出
し
語
と

ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』『
附
音
挿
図
英
和

字
彙
』
と
の
比
較
表
（
一
四
一
〜
一
六
七
頁
）
は

力
作
で
、『
袖
珍
』
の
影
響
の
大
き
さ
を
実
証
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
分
析
・
考
察
に
つ
い
て

は
今
後
に
託
さ
れ
る
部
分
も
大
き
い
が
、
ま
ず
は

基
礎
デ
ー
タ
の
整
備
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
今
後
公
開
さ
れ
る
予

定
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
六
九
頁
注
（
４
）、
一

六
九
頁
注
（
２
））。『
袖
珍
』
研
究
や
幕
末
・
明

治
期
の
辞
書
研
究
へ
の
大
き
な
貢
献
と
な
る
だ
ろ

う
。今

後
、『
薩
摩
辞
書
（
本
書
で
は
『
袖
珍
』
第

三
版
）』
の
系
統
と
言
わ
れ
る
『
稟
准
和
訳
英
和

辞
書
』、『
和
訳
英
語
聯
珠
』『
広
益
英
倭
辞
典
』

な
ど
と
の
関
連
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
あ
れ

ば
、
比
較
の
基
準
と
な
る
デ
ー
タ
に
な
っ
て
く
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
評
者
の
読
み
落
と
し
の
可
能
性
が
あ
る

が
、
再
版
は
刊
行
が
三
刷
ま
で
あ
り
、
本
書
で
扱

わ
れ
た
「
再
版
」
が
ど
の
刷
な
の
か
、
確
信
が
持

て
な
か
っ
た
。
二
頁
、
及
び
十
六
頁
注
（
３
）
に

「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
底
本

と
し
た
と
い
う
記
述
を
元
に
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

当
該
の
も
の
が
複
数
あ
り
、
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
継
承
関
係
を
論
じ
る

上
で
は
特
に
重
要
な
情
報
で
あ
る
た
め
、
分
か
り

や
す
い
記
載
が
あ
れ
ば
と
感
じ
た
。

も
う
一
つ
、
資
料
等
の
名
称
の
統
一
と
い
う
点

に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、『
袖
珍
』

第
三
版
に
当
た
る
『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』
に

つ
い
て
、
一
二
二
頁
の
表
で
「「
薩
摩
辞
書
」
１

８
６
９
」
と
し
、
一
二
三
頁
の
表
で
は
「
薩
摩
辞

書
（
初
版
）」
と
す
る
な
ど
の
類
で
あ
る
。
二
頁

に
関
連
の
一
覧
表
は
あ
る
も
の
の
、
混
乱
を
招
か

な
い
記
述
が
有
益
で
あ
ろ
う
。

④
訳
語
の
漂
流
（『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
と
ロ

プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』）

評
者
に
は
こ
の
四
つ
目
の
項
目
の
「
漂
流
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
確
に
理
解
で
き
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
著
者
の
説
明
（
一
二
頁

〜
一
三
頁
）
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
箇
所
は
、
同

時
期
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
宣
教
師
に
ま
つ
わ
る

問
題
に
つ
い
て
扱
っ
た
部
分
と
理
解
し
た
。
副
題

に
は
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』
の
み
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
評
者
の
解
釈
で
差
し
支
え
な
け

れ
ば
、
本
書
の
中
で
は
、
主
に
、
第
２
章
、
第
５

章
、
第
７
章
の
一
部
が
相
当
す
る
（
宣
教
師
や
出

版
地
等
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
外
の
章
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に
も
関
連
記
述
が
散
見
さ
れ
る
）。

具
体
的
な
記
述
と
し
て
は
、『
袖
珍
』
の
書
き

込
み
に
注
目
し
、
そ
れ
を
カ
シ
ョ
ン
や
ロ
ニ
ー
で

は
な
く
パ
ジ
ェ
ス
の
も
の
で
あ
る
と
特
定
す
る
た

め
に
、
対
象
者
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
に
注
目
し
た
部

分
（
第
２
章
）
や
、
美
華
書
院
で
取
り
扱
っ
て
い

る
出
版
物
の
影
響
関
係
（
第
５
章
）、
交
流
関
係

や
蔵
書
の
参
照
の
可
能
性
な
ど
を
指
摘
す
る
部
分

（
第
７
章
ほ
か
）
な
ど
、
資
料
の
背
景
へ
の
目
配

り
と
探
求
が
新
た
な
発
見
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
貴

重
な
指
摘
が
み
ら
れ
た
。

当
該
期
の
英
学
が
、
宣
教
師
の
語
学
学
習
の
成

果
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
っ
た
の
か
、
ど
う

咀
嚼
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
に

つ
い
て
、
新
し
い
事
象
が
追
加
さ
れ
た
。

⑤
近
代
新
漢
語
（「
日
中
語
彙
交
流
の
視
点
か
ら

見
る
近
代
新
漢
語
」）

五
つ
目
は
、
幕
末
・
明
治
初
期
の
漢
語
を
題
材

と
し
、
日
本
語
と
中
国
語
の
影
響
関
係
に
着
目
し

た
内
容
で
、
主
に
本
書
の
第
７
章
に
当
た
る
部
分

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

第
７
章
（
１
）
で
は
『
袖
珍
』
初
版
と
ロ
プ

シ
ャ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』
の
関
係
を
訳
語
の
継

承
関
係
か
ら
見
て
い
く
と
い
う
内
容
で
、『
袖
珍
』

初
版
の
影
響
を
承
け
た
可
能
性
の
あ
る
漢
語
の
一

覧
や
、
そ
う
で
な
い
可
能
性
の
あ
る
漢
語
一
覧
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
漢
語
に
注
目
し
つ
つ
、
辞

書
間
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
、
重
要
な
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
い
る
。

第
７
章
（
２
）
で
は
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
『
英

和
和
英
語
彙
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
月
の
名
称

に
「
グ
ワ
ツ
／
ク
ワ
ツ
」
が
混
在
し
て
い
る
状
況

な
ど
を
各
種
資
料
と
比
較
し
て
い
る
。
当
時
の
日

本
語
学
習
の
背
景
に
節
用
集
の
影
響
が
あ
っ
た
と

い
う
指
摘
は
、
木
村
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
『
和

英
語
林
集
成
』
と
『
雅
俗
幼
学
新
書
』
と
の
関
連

性
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
興
味
深
く
感
じ
た
。

第
７
章
（
３
）
で
は
、
近
代
新
漢
語
と
い
う
観

点
か
ら
、
英
華
辞
典
を
通
し
た
語
彙
の
影
響
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

検
討
に
際
し
、
著
者
は
左
記
の
Ａ
〜
Ｃ
の
分
類

に
即
し
て
、
漢
語
を
抽
出
し
、
Ａ
に
あ
た
る
も
の

と
し
て
、「
崇
拝
」、Ｂ
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
「
認

識
」、
Ｃ
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
「
眼
球
」
と
い

う
語
を
検
討
し
て
い
る
。

Ａ

中
国
の
翻
訳
書
に
用
い
た
語
を
襲
用
し
た

語

Ｂ

日
本
で
選
定
し
た
も
の
で
典
拠
が
中
国
の

古
典
に
あ
る
語

Ｃ

我
が
国
で
新
た
に
造
ら
れ
た
語

「
崇
拝
」
に
つ
い
て
は
、
読
み
が
確
定
し
な
い

状
況
「
ソ
ウ
ハ
イ
」
か
ら
「
ス
ウ
ハ
イ
」
へ
と
固

定
す
る
時
期
に
つ
い
て
の
検
討
、「
認
識
」
は
白

話
語
彙
と
し
て
の
意
味
合
い
が
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の

訳
語
を
通
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
、
学
術
用

語
と
し
て
の
日
本
で
の
使
用
が
中
国
再
輸
入
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
、
そ
し
て
、「
眼
球
」

は
解
体
新
書
の
翻
訳
を
通
し
て
和
製
漢
語
と
し
て

定
着
す
る
様
子
を
、
多
様
な
資
料
か
ら
具
体
的
に

示
し
て
い
る
。

各
項
目
の
検
討
に
際
し
て
は
オ
ラ
ン
ダ
語
辞

書
、
医
学
書
、
新
聞
記
事
な
ど
幅
広
い
資
料
を
用

い
て
い
る
。
ま
た
、
第
７
章
に
限
ら
な
い
が
、
中

国
語
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
用
や
、
中
国
語
の
白

話
語
彙
な
ど
の
考
察
は
著
者
の
強
み
を
生
か
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
検
討
の
軸
と
な
る
Ａ
〜
Ｃ
の
分
類
に
つ

い
て
は
、
二
一
八
頁
に
よ
る
と
、
森
岡
健
二
編
著

〔
一
九
六
九
〕『
近
代
語
の
成
立

明
治
期
語
彙

編
』
に
拠
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
二
六
〇
頁

で
は
森
岡
健
二
編
著
〔
一
九
九
一
〕『
改
訂
近
代

語
の
成
立

語
彙
編
』
に
拠
る
も
の
と
さ
れ
て
い
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大
木
志
門
著

『
徳
田
秋
聲
と
「
文
学
」
可
能
性
と
し
て
の
小
説

家
』

中

山

弘

明

る
。
後
者
は
前
者
の
改
訂
版
に
あ
た
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
内
容
に
若
干
の
異
な
り
が
あ
る
こ
と
は

当
該
書
籍
の
「
序
」
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ

る
。
参
照
頁
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
以
下
は
評
者

の
推
測
と
な
る
が
、
著
者
の
指
摘
す
る
分
類
に
つ

い
て
の
記
載
が
前
者
の
第
十
四
章
に
該
当
す
る
の

で
あ
れ
ば
、後
者
に
は
そ
の
記
載
は
な
い
（
ま
た
、

前
者
の
第
十
四
章
は
磯
貝
俊
枝
氏
の
論
考
に
基
づ

く
と
さ
れ
る
）。
先
行
研
究
を
明
確
に
押
さ
え
て

考
察
を
積
み
上
げ
る
必
要
性
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

四

以
上
、
著
者
の
設
定
し
た
五
つ
の
観
点
か
ら
、

本
書
の
内
容
を
辿
っ
た
。
本
書
が
幕
末
・
明
治
と

い
う
時
代
や
、
欧
米
・
中
国
・
日
本
と
い
う
場
に

目
配
り
し
つ
つ
、実
証
的
な
立
場
に
立
ち
、『
袖
珍
』

お
よ
び
当
該
期
の
日
本
語
研
究
に
一
石
を
投
じ
た

著
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

何
よ
り
も
、日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
著
者
が
、

こ
の
資
料
に
真

に
取
り
組
み
、
中
国
語
と
い
う

自
身
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
期
間

（
既
発
表
部
分
の
発
表
時
期
は
二
〇
一
六
年
か
ら

二
〇
二
〇
年
と
あ
る
）
で
大
き
な
成
果
を
得
て
、

こ
の
一
書
を
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
著
者
の
多
大
な
努
力
と
研
究
成
果
に

深
い
敬
意
を
表
し
た
い
。
本
書
の
出
版
を
再
出
発

点
と
し
て
、
著
者
お
よ
び
学
界
の
『
袖
珍
』
研
究

や
幕
末
明
治
期
の
辞
書
研
究
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
を
願
う
。

評
者
の
力
不
足
か
ら
著
者
の
意
図
を
十
分
に
汲

み
取
れ
な
か
っ
た
箇
所
も
あ
る
か
と
思
う
。
大
方

の
ご
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

武
蔵
野
書
院
刊

二
〇
二
一
年
一
月
二
〇
日

（
と
き
わ

と
も
こ

白
百
合
女
子
大
学
教
授
）

本
書
に
言
及
も
あ
る
秋
聲
研
究
者
の
榎
本
隆
司

は
評
者
の
師
の
一
人
だ
が
、
そ
の
早
稲
田
で
の
最

終
講
義
は
「
秋
聲
遺
響
」（
一
九
九
九
）
と
題
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
徳
田
秋
聲
の
影
響
圏
と
し

て
川
端
は
も
と
よ
り
、
古
井
由
吉
や
中
上
健
次
に

ま
で
話
し
は
及
び
、
大
杉
重
男
『
小
説
家
の
起
源

徳
田
秋
聲
論
』（
講
談
社

二
〇
〇
〇
）
の
刊
行

と
前
後
し
て
、
秋
聲
に
新
た
な
光
が
投
じ
ら
れ
た

の
を
記
憶
し
て
い
る
。
本
書
が
こ
だ
わ
る
の
も

「
小
説
家
秋
聲
」
だ
。「
文
学
者
」
で
は
な
い
。

む
ろ
ん
こ
こ
に
、
漱
石
に
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が

な
い
」
作
家
と
名
指
し
さ
れ
た
秋
聲
の
独
自
性
も

あ
る
。
大
木
氏
の
最
初
の
著
書
『
徳
田
秋
聲
の
昭

和

更
新
さ
れ
る
「
自
然
主
義
」』（
立
教
大
学
出

版
会

二
〇
一
六
）
の
「
お
わ
り
に
」
を
読
む

と
、
筆
者
の
秋
聲
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
漱
石
は
「
文
学
者
」
と
し
て

は
「
偉
い
」
か
も
し
れ
ぬ
が
、「
作
家
」
と
し
て

は
紅
葉
だ
と
す
る
秋
聲
の
発
言
が
冒
頭
に
引
か

れ
、「
小
説
を
書
く
こ
と
」
で
「
生
活
し
て
い
く

こ
と
の
尊
さ
」、「
小
説
を
書
き
続
け
る
こ
と
の
倫

理
」
こ
そ
が
第
一
の
特
質
と
す
る
姿
勢
が
堅
持
さ

れ
て
い
る
の
だ
。
正
宗
白
鳥
と
の
諍
い
の
中
で
発

し
た
「
商
売
の
邪
魔
を
す
る
こ
と
は
控
へ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
っ
た
言
葉
に
も
筆
者
は
着
目
し

て
い
る
。
即
ち
「
研
究
」「
芸
術
」
と
い
う
「
高

み
」
か
ら
で
は
な
く
、
時
に
「
通
俗
小
説
」
を
書

き
、「
代
作
」
も
辞
さ
ず
、
世
間
と
「
折
り
合
い

を
付
け
」
て
書
く
こ
と
の
「
倫
理
」
と
で
も
言
っ

た
も
の
か
。
こ
う
し
た
側
面
は
、「
芸
術
」
と
し

て
の
「
創
造
性
」
に
の
み
力
点
を
置
き
が
ち
の
文

学
研
究
に
あ
っ
て
、時
に
軽
視
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
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秋
聲
の
持
つ
「
可
能
性
の
種
子
」
は
、
そ
の
後
の

作
家
達
に
確
実
に
「
散
種
」
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
第
一
の
特
質
は
、
副
題

「
可
能
性
と
し
て
の
小
説
家
」
の
中
に
集
約
さ
れ

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。例
え
ば
筆
者
は
、

前
著
の
「
昭
和
」
に
対
し
て
、「
明
治
」
篇
を
意

識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
明
治
期
を

扱
っ
た
論
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
は
確
か
だ
。
し

か
し
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
問
題
は
「
時
代
」

で
は
な
か
っ
た
と
も
「
は
じ
め
に
」
に
は
あ
る
。

そ
れ
で
は
何
な
の
か
。秋
聲
の
旧
蔵
原
稿
の
調
査
、

関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
、
テ
ク
ス
ト
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
、
比
較
文
学
的
視
座
か
ら
、「
文
化
資
源
」

論
ま
で
、
扱
う
方
法
は
多
岐
に
及
ぶ
。
そ
れ
が
秋

聲
の
小
説
家
と
し
て
の
「
可
能
性
」
で
あ
る
こ
と

は
認
め
つ
つ
も
、
前
著
に
比
し
て
凝
縮
性
に
乏
し

い
と
い
う
恨
み
は
や
は
り
残
っ
た
。
こ
の
書
評
で

は
、
時
に
前
著
も
召
喚
さ
せ
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ

の
「
可
能
性
」
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
多
角
的

に
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
は
本
書
の
概
要
を
お
お
ま
か
に
辿
っ
て
お

く
。
全
体
は
三
部
よ
り
な
る
。
一
部
は
紅
葉
門
下

時
代
の
秋
聲
の
動
向
を
追
跡
し
た
論
で
あ
る
。
第

一
章
は
同
門
の
長
田
秋
濤
が
下
訳
し
た
も
の
に
、

紅
葉
に
代
わ
っ
て
秋
聲
が
文
飾
を
添
え
る
こ
と
で

作
品
と
し
た
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
』
の

翻
訳
『
鐘
楼
守
』
に
つ
い
て
の
秋
聲
旧
蔵
資
料
の

分
析
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
や
は
り
紅
葉
か
ら
原

稿
を
譲
り
受
け
て
執
筆
さ
れ
た
新
聞
雑
報
「
臙
脂

虎
」
の
検
討
を
通
じ
て
、
秋
聲
の
「
家
庭
小
説
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
紅
葉
門
下
の
「
共

作
」
問
題
と
言
っ
て
よ
い
。
続
く
第
三
章
は
、
作

品
「
光
を
追
う
て
」
な
ど
に
登
場
す
る
、
秋
聲
の

初
恋
の
人
と
お
ぼ
し
き
女
性
の
遺
族
の
探
査
と
聞

き
取
り
を
通
じ
て
、
や
は
り
明
治
三
〇
年
代
の
秋

聲
の
、「
家
庭
小
説
」
の
女
性
造
型
が
論
じ
ら
れ

て
い
く
。
第
四
章
で
は
、
紅
葉
門
下
が
小
説
を
寄

せ
た
作
品
集
『
換
菓
篇
』
の
分
析
を
通
じ
て
、
風

葉
、
鏡
花
、
秋
聲
の
中
か
ら
自
身
を
題
材
と
す
る

所
謂
「
自
己
表
象
テ
ク
ス
ト
」（
日
比
嘉
高
）
が

立
ち
上
が
っ
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
主
に
「
ニ
ー

チ
ェ
主
義
」
に
つ
い
て
時
代
的
側
面
か
ら
追
跡
し

た
も
の
。
い
ず
れ
も
慎
重
な
手
続
き
を
踏
ま
え
、

時
代
相
を
浮
き
彫
り
に
し
た
好
論
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
紅
葉
門
下
と
い
う
従
来
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え

ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
〈
初
期
秋
聲
〉
の
中
に
、「
可

能
性
の
種
子
」
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
意
図
が
明

瞭
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

二
部
は
自
然
主
義
時
代
の
秋
聲
。
こ
こ
で
一
部

と
二
部
を
架
橋
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
、「
自
己
表

象
テ
ク
ス
ト
」
の
問
題
で
あ
る
。
五
章
、
六
章
は

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
語
り
論
を
踏
ま
え
た
明
治
三
〇
年

代
か
ら
四
〇
年
代
の
「
写
生
」
派
と
の
対
抗
的
関

係
の
中
で
、「
自
己
」
を
語
る
表
現
主
体
が
編
成

さ
れ
て
く
る
有
り
様
を
、
渡
部
直
己
、
紅
野
謙
介
、

金
子
明
雄
、
大
杉
重
男
、
永
井
聖
剛
の
諸
論
の
中

か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
し
て
七
章
は
、
再

び
時
代
相
に
戻
る
。
鏡
花
と
秋
聲
は
、
文
学
史
的

に
は
対
極
的
な
存
在
だ
が
、
日
露
戦
後
の
〈
死
〉

の
表
象
と
い
う
側
面
で
は
む
し
ろ
共
振
す
る
問
題

を
内
包
し
て
い
る
。紅
葉
門
下
を
始
発
点
と
し
て
、

モ
デ
ル
小
説
へ
接
近
し
た
様
相
が
精
査
さ
れ
、〈
お

化
〉
を
出
す
か
否
か
が
両
者
を
分
か
つ
結
節
点
に

過
ぎ
な
い
。
八
章
は
よ
り
実
証
的
な
論
で
あ
る
。

小
説
『
黴
』
に
は
、
新
聞
連
載
の
中
か
ら
単
行
本

化
の
過
程
で
脱
落
し
た
一
回
が
存
在
す
る
。
こ
れ

を
め
ぐ
っ
て
従
来
は
、
長
男
徳
田
一
穂
へ
の
配
慮

に
発
し
た
家
庭
的
問
題
と
す
る
意
見
、
さ
ら
に
は

単
純
な
校
正
ミ
ス
と
い
う
意
見
が
支
配
的
で
あ
っ

た
。
著
者
は
そ
の
六
八
回
に
現
れ
る
ア
ー
ヴ
ィ
ン

グ
「
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
」
の
存
在

に
注
目
す
る
。
こ
こ
に
は
「
リ
ッ
プ
」
を
プ
レ
テ

ク
ス
ト
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
へ
の
秋
聲
の
周
到
な
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用
心
と
隠
蔽
の
姿
勢
が
あ
る
と
い
う
。
花
袋
の

『
蒲
団
』
が
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
ハ
ウ
プ
ト

マ
ン
、
イ
プ
セ
ン
、
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
な
ど
西
洋
文

学
の
存
在
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
を
高

め
た
の
に
反
し
て
、
秋
聲
の
ね
ら
い
は
、
む
し
ろ

そ
れ
ら
の
痕
跡
を
隠
す
こ
と
で
、
西
洋
文
学
の
影

響
圏
か
ら
離
脱
し
た
「
自
然
主
義
」
を
仮
構
し
た

と
い
う
の
が
筆
者
の
狙
い
で
あ
る
。
大
い
に
議
論

を
呼
ぶ
仮
説
と
い
っ
て
よ
い
。

第
三
部
は
一
転
し
て
「
文
化
資
源
」
の
問
題
と

し
て
の
「
文
学
館
運
動
」
が
焦
点
化
さ
れ
る
。
九

章
は
日
本
に
お
け
る
「
文
学
館
運
動
」
の
始
点
と

も
言
え
る
島
崎
藤
村
と
「
藤
村
記
念
堂
」、
さ
ら

に
昭
和
九
年
の
「
文
芸
懇
話
会
」
の
事
業
と
し
て

知
ら
れ
る
「
物
故
文
芸
家
遺
品
展
覧
会
」
が
、
文

学
者
を
顕
彰
し
そ
の
資
料
を
保
管
・
顕
示
す
る
戦

後
へ
向
け
て
の
出
発
で
あ
っ
た
と
す
る
論
考
で
あ

る
。
ま
た
一
〇
章
で
は
、
こ
う
し
た
作
家
の
居
宅

を
保
存
、
展
示
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
流
れ
を
、
戦

前
の
子
規
庵
や
漱
石
山
房
の
中
に
辿
っ
た
も
の

で
、
学
芸
員
と
し
て
「
文
学
館
」
に
勤
務
し
た
筆

者
な
ら
で
は
の
視
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
文
学

館
運
動
」
論
、「
文
化
資
源
」
論
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
論
を
重
ね
る
計
画
が
本
書
の
中
に
も

仄
め
か
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
待
ち
た
い
。

こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
本
書
の
視
座
は
多

岐
に
亘
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
強
い
て
絞
れ
ば

「
代
作
」「
共
作
」
と
い
っ
た
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
問
題
、「
自
己
表
象
」
に
関
わ

る
事
実
と
テ
ク
ス
ト
の
問
題
、
そ
し
て
「
文
学
顕

彰
」
に
つ
い
て
の
文
学
の
制
度
性
の
問
題
と
い
う

三
点
に
な
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
私
見

を
加
え
な
が
ら
論
じ
て
い
こ
う
。
作
家
三
島
霜
川

が
代
作
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
代

作
」「
共
作
」
の
問
題
は
、
長
く
紅
葉
門
下
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た

が
、
中
丸
宣
明
が
こ
う
し
た
文
学
を
産
出
す
る

「
共
同
作
業
」
の
磁
場
を
江
戸
期
に
探
っ
た
如

く
、
問
題
は
も
う
少
し
長
い
ス
パ
ン
で
継
続
的
に

検
討
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。
一
見
無
関
係
な
よ

う
に
見
え
な
が
ら
、
第
一
部
の
視
点
と
、
三
部
の

「
作
家
顕
彰
」
の
問
題
意
識
は
明
ら
か
に
通
底
す

る
。
明
治
三
〇
年
代
前
後
に
、
例
え
ば
「
個
人
全

集
」
と
い
う
書
物
の
ス
タ
イ
ル
が
登
場
す
る
こ
と

は
本
書
に
も
言
及
が
あ
る
が
、
一
葉
や
透
谷
と

い
っ
た
夭
折
作
家
の
遺
稿
を
ま
と
め
、
一
種
の

「
天
才
」
と
し
て
世
に
送
り
出
し
て
い
く
制
度
の

確
立
と
、「
代
作
」「
共
作
」
と
い
っ
た
行
為
が
負

の
価
値
観
で
語
ら
れ
て
い
く
文
脈
は
、
歴
史
的
な

視
野
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
必
要
だ
ろ
う
。
例
え

ば
「
個
人
全
集
」
と
双
幅
的
な
書
物
と
し
て
「
遺

稿
集
」
と
い
う
、
江
戸
期
の
漢
詩
人
以
来
の
水
脈

が
あ
る
。「
代
作
」「
共
作
」
と
い
う
磁
場
も
、
句

会
の
よ
う
な
視
点
を
導
入
す
る
と
よ
り
自
然
に
繋

が
る
。
そ
の
意
味
で
秋
濤
が
下
訳
を
行
い
、
そ
れ

に
秋
聲
が
文
飾
し
て
、
紅
葉
の
名
で
刊
行
さ
れ
た

『
鐘
楼
守
』
は
、
こ
う
し
た
磁
場
が
自
然
な
文
学

営
為
と
し
て
存
在
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
と
し
て
興
味
深
い
。

そ
し
て
「
小
説
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
め
ぐ

る
議
論
が
、
第
二
部
の
「
自
己
表
象
」
の
問
題
に

流
れ
込
む
。
こ
こ
に
は
樗
牛
、
梁
川
ら
の
「
ニ
ー

チ
ェ
主
義
」
が
あ
る
こ
と
は
、
近
年
木
村
洋
『
文

学
熱
の
時
代

慷
慨
か
ら
煩
悶
へ
』（
名
古
屋
大

学
出
版
会

二
〇
一
五
）
な
ど
の
諸
論
で
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
ニ
ー

チ
ェ
、
イ
プ
セ
ン
ら
の
移
入
に
よ
っ
て
、
旧
道
徳

の
破
壊
が
文
壇
の
ト
レ
ン
ド
と
な
り
、そ
の
中
で
、

所
謂
「
煩
悶
の
足
り
な
い
作
家
」
と
し
て
紅
葉
の

存
在
が
後
景
に
退
い
て
い
く
世
代
交
代
が
、
作
品

集
『
換
菓
篇
』
の
中
に
追
跡
さ
れ
た
好
論
で
あ
る
。

さ
て
問
題
は
五
章
、
六
章
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
大
き
く
論
じ
ら
れ
る
の
が
先

の
「
自
己
表
象
」
問
題
で
あ
る
。
日
比
嘉
高
、
山

口
直
孝
ら
の
仕
事
を
通
じ
て
、
我
々
は
よ
う
や
く
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「
私
小
説
」
と
い
う
、
中
村
光
夫
の
『
蒲
団
』
史

観
以
来
、「
自
身
を
描
く
文
学
」
に
付
与
さ
れ
た

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る
。
こ
こ

で
は
因
果
律
や
筋
に
還
元
さ
れ
な
い
「
無
用
な
細

部
」
と
い
っ
た
秋
聲
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
外
部

性
」
が
、
そ
の
「
通
俗
性
」
に
由
来
す
る
「
偶
然

性
」、「
出
来
事
性
」
に
満
ち
た
「
自
然
」
と
の
遭

遇
と
し
て
焦
点
化
さ
れ
る
。
本
書
の
全
体
を
俯
瞰

す
る
と
、
こ
こ
は
明
ら
か
に
そ
の
他
の
章
に
比
し

て
論
が
浮
い
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
例
え
ば
一
連
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
謎
」

を
補
填
す
る
「
読
者
」
や
、『
爛
』
に
お
け
る
「
目

つ
き
」
と
い
っ
た
言
葉
の
頻
出
な
ど
も
従
来
か
ら

指
摘
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
永
井
聖
剛
が
論
及

し
た
、「
モ
デ
ル
」、「
身
辺
」
を
書
く
小
説
の
中

か
ら
、
こ
う
し
た
「
自
己
表
象
テ
ク
ス
ト
」
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
過
程
と
文
末
詞
「
た
」
と

「
る
」
の
配
分
の
問
題
。
写
生
文
的
な
現
場
密
着

性
を
差
異
化
し
た
花
袋
と
秋
聲
の
差
異
な
ど
、
全

体
に
テ
ク
ス
ト
論
の
消
化
が
、
本
書
全
体
の
印
象

を
弱
め
、
拡
散
し
た
感
を
強
く
さ
せ
る
。
前
著
で

も
筆
者
は
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
市
場
」「
女
性
」

「
戦
争
」「
労
働
」
な
ど
多
く
の
言
葉
を
あ
げ
て

い
る
。
や
や
研
究
動
向
に
ア
ク
セ
ス
し
す
ぎ
て
、

そ
れ
が
全
体
の
印
象
を
曖
昧
に
し
て
い
る
こ
と
は

拭
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
六
章
に
「「
私
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」

（
ｐ
一
五
二
）
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
こ
の
問

題
が
、
前
著
『
徳
田
秋
聲
の
昭
和

更
新
さ
れ
る

「
自
然
主
義
」』
の
ま
さ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

評
者
が
特
に
印
象
深
く
前
著
を
読
ん
だ
の
は
、
何

よ
り
も
昭
和
初
期
の
文
芸
復
興
の
中
で
カ
ム
バ
ッ

ク
す
る
秋
聲
を
、『
仮
装
人
物
』
に
お
け
る
「
新

し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
の
接
合
、
す
な
わ
ち
ジ
ッ

ド
や
プ
ル
ー
ス
ト
と
の
同
時
代
性
の
中
で
論
じ
た

点
に
あ
る
。
心
理
の
二
重
性
や
意
識
の
流
れ
の
よ

う
な
「
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
の
文
脈
か
ら
の
展
開
は
鮮

や
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
著
の
中
に
「
フ
ェ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
の
「
私
」（＝

日
本
）」（
ｐ

二
〇
三
）
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ

が
本
書
の
中
で
よ
り
踏
み
込
ん
だ
解
明
が
聞
け
る

と
期
待
し
た
が
、
そ
こ
は
充
分
と
は
い
か
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
問
題
が
第
三
部

に
お
け
る
「
秋
聲
の
政
治
性
」
と
関
連
す
る
か
ら

で
あ
る
。
前
著
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
自
然
主
義

の
「
自
己
更
新
」
を
正
、
負
両
面
か
ら
追
跡
し
た

と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
「
新
し
い
リ

ア
リ
ズ
ム
」
は
、「
日
本
」
の
「
後
進
性
」
の
自

覚
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る

様
々
な
「
近
代
」
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
脱
す
る
動

き
と
も
響
き
合
う
。
前
著
に
は
、
九
章
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
「
文
芸
懇
話
会
」
と
「
物
故
文
芸

家
慰
霊
祭
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
既
に
あ
る
。「
革

新
官
僚
」
松
本
学
と
秋
聲
の
関
係
で
言
え
ば
、
と

か
く
「
抵
抗
作
家
」「
右
翼
嫌
い
の
リ
ベ
ラ
リ
ス

ト
」
と
し
て
、
秋
聲
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
評
価

す
る
気
運
が
強
か
っ
た
が
、筆
者
は
違
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
抵
抗
／
翼
賛
」
と
い
う
二
分
法
の
起

源
に
遡
っ
て
、
む
し
ろ
こ
の
「
自
己
更
新
」
の
中

に
あ
る
、「
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
の
政
治
性
を
捉
え
た

と
こ
ろ
に
、
前
著
の
意
義
は
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

い
。
時
代
の
「
近
衛
体
制
」
に
お
け
る
「
革
新
思

想
」
と
「
文
学
革
新
」
は
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
見

立
て
で
あ
る
。そ
れ
が
『
縮
図
』
の
検
閲
問
題
や
、

「
経
済
小
説
」
と
し
て
の
側
面
に
新
た
な
光
を
投

じ
た
こ
と
に
、
評
者
は
驚
か
さ
れ
た
。
そ
の
起
点

に
先
の
「
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
の
「
私
」

（＝

日
本
）」
が
恐
ら
く
あ
る
は
ず
だ
。
九
章
で

論
じ
ら
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
「
戦
争
」
や
「
災

害
」
の
問
題
は
、
所
謂
ハ
コ
モ
ノ
の
持
つ
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
、「
文
学
顕
彰
」
を
捉

え
る
視
点
は
重
要
だ
。
言
わ
ば
「
記
憶
装
置
」
と

し
て
の
家
も
、
こ
う
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
（
記
憶
／

保
存
）
の
持
つ
「
政
治
性
」
と
し
て
、
さ
ら
に
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
例
え
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ば
、以
前
、評
者
も
論
じ
た
こ
と
の
あ
る
建
築
家
・

谷
口
吉
郎
の
存
在
な
ど
は
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
も

の
と
言
え
よ
う
。
中
津
川
に
あ
る
「
藤
村
記
念
館

（
記
念
堂
）」
は
、
彼
の
設
計
に
よ
る
が
、
ド
イ

ツ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
学
ん
だ
谷
口
は
、「
簡

素
」
の
美
学
を
梃
子
に
、
鳥
居
に
も
似
た
冠
木
門

か
ら
藤
村
の
木
像
（
石
井
鶴
三
作
）
に
収
斂
さ
れ

る
よ
う
な
、
一
種
の
「
神
社
」
建
築
と
し
て
こ
れ

を
具
現
化
し
た
。
そ
れ
は
信
州
の
地
域
お
こ
し
と

も
連
動
し
な
が
ら
、
戦
後
の
「
文
学
館
運
動
」
の

源
流
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
透
谷
の
遺
稿
を
い
ち

は
や
く
蒐
集
し
、
同
時
に
自
ら
の
「
生
前
全
集
」

の
編
纂
に
も
意
欲
的
だ
っ
た
藤
村
は
、
本
書
に
あ

る
よ
う
に
ま
さ
に
ア
ー
カ
イ
ブ
の
政
治
性
に
敏
感

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
側
面
は
ま
た
、
近
代
文
学

研
究
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
昭
和
一
〇
年
代
と
恐

ら
く
連
環
す
る
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

本
書
は
「
秋
聲
生
誕
一
五
〇
年
」
を
記
念
し
て

刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
「
お
わ
り
に
」
に
も
見
え

る
。
徳
田
一
穂
や
山
田
順
子
の
作
品
集
の
刊
行
に

も
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
の
追
跡
す
る
秋
聲
文
学
の

「
可
能
性
の
種
子
」
は
、
さ
ら
に
大
き
く
現
代
に

ま
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
著
書
で

あ
る
。

（
二
〇
二
一
・
一
一
・
三
〇

鼎
書
房
）

（
な
か
や
ま

ひ
ろ
あ
き

徳
島
文
理
大
学
教
授
）
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